
豊 浦 寺 の 調 査

(昭和55年 3月 ～昭和55年 4月 )

この調査 は,向 原寺薬師堂 (天 保 5年建立 )の解体移築工事にともな う発掘

調査で,現 薬師堂敷地を中心に66だ の面積を発掘 した。

この地は古来よ り,旧 向原寺 あるいは豊浦寺の寺跡 に比定 され,そ れに関 し

て論述 した もの も多いが,原 資料が とば しいこともあ っていまだ往時の伽藍の

全容を想定す るまでにはいた っていない。 しか し,1957年 の奈良県教育委員会

による部分的発掘 ,1960年 以降の当研究所の行 った数 力所の小規模 な発掘等で ,

この付近 一帯が飛鳥時代草創の寺跡 とみ られ ,かつ ,中世 まで盛衰 を くり返 し

なが らも大規模伽藍 として存続 していた らしいこと,建物の軸線はいずれ も北

で西へ約 18覧 20?の 振れがあること,な どが判明 している。

発掘前の状況は,現薬師堂敷地内に約 0,3mの 高 さで亀腹風 に土盛・ 築成 し

調査地全景 (南西から)

-61-



ていた。発掘 に先立 ち,こ れ らを除去 したところ数個の自然石礎石

その抜取跡 ,仏壇 を画す るとみ られる凝灰岩切石列 ,な どが現われ

これ らが地表面 ともども木炭混 りの灰層 によって覆われていて ,明

したことを示 して いた。 この礎石は,現境内の既露出礎石と同時期

ものとみてよ く,両者を結ぶ ことによって,桁行 5間 ,梁行 4間 の

す ることが可能である。建物はほぼ南 山iす るものの,そ の軸線は約

ある。礎石中間にあるやや小形の石を床束石 とす ると床板張 りの堂

その場合 ,凝灰岩切る は床を切り込んで設 けた造 り付 け仏壇の地疫
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遺構配置図 (1:500)
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よ う。なお,本堂前西方の 2個 の礎石はこの線 にの らないので ,あ るいは移動

しているのか も知れない。

発掘区中央で ,南北の軸線にそって幅 0,7mの トレンチを設け土層の観察を

行 った。その結果 ,基壇は 0.45mの 厚 さに,黄褐色粘質土 と暗褐色砂質土 とで

交互に版築 されていて ,さ らにその下には,約 lmの厚 さにわた り,前版築よ

りは一段 と荒 く,か つ ,土 質 も異 る下層の版築が重な って存在 していることが

わか った。 しか も,両者の間には灰層が断続的に連 なっていた。下層版築よ り

ヽは,自 然堆積層で ,上 の方か らは古墳時代中期の土師器 。須恵器片が混 るも

のの, ドの方 に行 くに従 い無遺物層 となる。一部分 2.5mま で深掘 りしたがそ

れで も地山には達 しなか った。

以 上の ことか ら,自 然堆積層上に築成 された初期基壇 は,あ る時期火災を被

る,そ の 上に改めて第 2次基壇が築成 されたのが ,現境内露出礎石 とみあ うも

のである,やがてそれ も焼失す る,そ して,そ の後現薬師堂のための上盛 を行

った,と いう 3期 の過程をさぐることがで きる。

それぞれの時期 については,現時点では明確 にな しえないが,建物その他か

ら次の推定が成 り立つ。すなわち第 2次基壇 にともな う建物の焼失は,上面灰

層 の中か ら室町時代後半の土師器の皿があることか ら,こ の頃 とみてよ く,そ

の築成 は,巴文・ 唐草文で構成 される中世初期の軒瓦が焼 けた状態で比較的ま

とまって出土す ること,復原堂がいわゆる三間四面堂の古式を もつ ものの床板

張 りであること,仏壇地覆 とみ られる凝灰岩が転用材であることなどか ら,鎌

倉時代の初め頃 とすることがで きよう。

一方 ,初期基壇 については断面観察 にとどま った こともあ って ,時期 ととも

にその規模 なども判然 としないが,表面採取 した単弁蓮華文軒丸瓦の時期-7

世紀中頃一 とみ られな くもない。

いずれに して も今回の発掘は,ご く小範囲の ことであ り,こ の地が中世再建

堂の跡地であ り,かつ ,前身堂が存在 したとい う事実をあげるにとどめ,さ ら

に今後の調査 に期待 したい。
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